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７ 総需要 

 

 

 

 

 令和２年の総需要は 12 兆 3,549 億円で、そのうち中間需要は 4 兆 946 億円（構成比 33.1％）

であり、県内最終需要は 4 兆 8,009 億円（38.9％）、移輸出は 3 兆 4,594 億円（28.0％）と     

なった。 

総需要の構成比を平成 27 年と比べると、県内最終需要は 1.8 ポイントの上昇となった一方、

中間需要は 0.6 ポイント低下、移輸出は 1.2 ポイント低下した。 

平成 27 年に対する伸び率をみると、県内最終需要は 3.0％増となった一方、中間需要は 3.2％

減、総需要は 1.6％減、移輸出は 5.8％減となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総需要 

 総需要は総供給に対応するもので、原材料等として使用される中間需要と、設備投資、家計や政府による消

費などの県内最終需要と県外（国外）からの需要である移輸出からなっている。 

総需要＝中間需要＋県内最終需要＋移輸出＝総供給 

 総需要は 12 兆 3,549 億円で、その内訳は中間需要が 33.1％、県内最終需要

が 38.9％、移輸出が 28.0％となっている。 
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表１　総需要の内訳
（単位：100万円、％）

金　額 総需要に占める構成比

中間需要
（a）

県内最終需要
（b）

移輸出
（ｃ）

総需要
（a＋b＋c）

中間需要 県内最終需要 移輸出

01 農林漁業 59,403 30,975 41,006 131,384 45.2 23.6 31.2

02 鉱業 58,494 1,029 1,795 61,318 95.4 1.7 2.9

03 製造業 1,820,661 819,649 2,826,329 5,466,639 33.3 15.0 51.7

04 建設 48,891 568,733 0 617,624 7.9 92.1 0.0

05 電気・ガス・水道 223,796 74,688 124,866 423,350 52.9 17.6 29.5

06 商業 280,478 479,010 210,227 969,715 28.9 49.4 21.7

07 金融・保険 170,874 143,733 4,887 319,494 53.5 45.0 1.5

08 不動産 114,858 609,992 92 724,942 15.8 84.1 0.0

09 運輸・郵便 305,167 82,017 110,768 497,952 61.3 16.5 22.2

10 情報通信 204,600 256,642 22,965 484,207 42.3 53.0 4.7

11 公務 4,271 277,669 0 281,940 1.5 98.5 0.0

12 サービス 764,712 1,456,746 92,922 2,314,380 33.0 62.9 4.0

13 分類不明 38,417 13 23,563 61,993 62.0 0.0 38.0

令和２年産業計 4,094,622 4,800,896 3,459,420 12,354,938 33.1 38.9 28.0

平成27年産業計 4,229,524 4,659,923 3,671,690 12,561,137 33.7 37.1 29.2

 平成27年～令和２年伸び率 -3.2 3.0 -5.8 -1.6 －  －  －   
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図１ 需要構造

 

 


